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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
包
括
支
援
交
付
金
」
に
つ
い
て

　
二
〇
二
〇
年
度
の
第
一
次
補
正
予
算

で
予
算
化
さ
れ
た
「
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
係
る
支
援
」（
内
閣
府
所
管
）
の

補
助
基
準
額
は
、「
令
和
元
年
度
の
対

象
経
費
の
実
支
出
額
と
の
合
計
」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以

下
、
全
国
連
協
）
は
、「
一
度
き
り

五
〇
万
円
」
の
財
政
支
援
で
は
な
く
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
拡

大
防
止
対
策
が
継
続
的
に
行
え
る
補
助

金
の
創
設
を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
二
〇
二
〇
年
度
第
二
次

補
正
予
算
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
」（
厚
生
労
働
省
所
管
）
と
し
て
つ

ぎ
の
内
容
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
実
施
主
体
は
都
道
府
県
。
補
助
割

合
は
一
〇
分
の
一
〇
で
す
。

【
内
容
】

①	

医
療
機
関
や
感
染
症
専
門
家
等
に

よ
る
適
切
な
感
染
防
止
対
策
等
に

関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
・
派
遣

指
導
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
窓
口
の
設
置
等
の
支
援

【
補
助
基
準
額
】
都
道
府
県
＝
　

二
二
三
六
万
六
〇
〇
〇
円
／
市
区

町
村
＝
一
六
七
九
万
七
〇
〇
〇
円

②	

マ
ス
ク
や
消
毒
液
等
の
衛
生
用
品

や
感
染
防
止
の
た
め
の
備
品
に
対

す
る
支
援

【
補
助
基
準
額
】
③
と
合
わ
せ
て
一

施
設
当
た
り
五
〇
万
円

③	

職
員
が
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
継
続
的
に
実
施

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
経
費
（
研

修
受
講
、
か
か
り
増
し
経
費
等
）

【
補
助
基
準
額
】
②
と
合
わ
せ
て
一

施
設
当
た
り
五
〇
万
円

　
こ
の
②
③
は
、
第
一
次
補
正
予
算
の

「
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
係
る
支
援
」

（
内
閣
府
所
管
）
の
五
〇
万
円
の
補
助

金
と
は
別
の
も
の
で
す
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
包
括
支
援
交
付
金
」
に
か
か
わ
っ
て

は
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
長
通

知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
包
括
支
援
事
業
（
児
童
福
祉
施
設
等

分
）
の
実
施
に
つ
い
て
」（
二
〇
二
〇

年
六
月
一
九
日
付
）
、
厚
生
労
働
事
務

次
官
通
知
「
令
和
二
年
度
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
（
介
護
・
福
祉
分
）
の
交
付
に
つ
い

て
」（
二
〇
二
〇
年
六
月
三
〇
日
付
）

が
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
目
的
と
し
て
、
「
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県

の
取
組
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
交
付
金
を
受
け
よ
う

と
す
る
都
道
府
県
は
、「
市
町
村
、
民

間
団
体
等
の
意
見
を
聞
い
て
」
、「
事

業
実
施
計
画
を
作
成
し
、
交
付
の
申
請

に
際
し
て
、
当
該
計
画
を
厚
生
労
働
大

臣
に
提
出
す
る
」
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
書
記
室

か
ら
は
、
以
下
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
対
策
事
業
』
に
お
い
て
具
体

的
に
購
入
す
る
備
品
等
を
示
し
て
い
な

い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
感
染

防
止
に
使
用
す
る
備
品
で
あ
れ
ば
補
助

対
象
と
し
、
た
と
え
ば
、
換
気
設
備
や

飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
な
ど
の
ほ
か
、
子
ど

も
を
密
集
さ
せ
な
い
た
め
に
購
入
し
た

長
机
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
感
染

防
止
の
取
組
に
使
用
す
る
た
め
に
購
入

し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
類
も
対
象
と
な

り
ま
す
」

　
「
な
お
、『
（
３
） 

職
員
が
感
染
症

対
策
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
継

続
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

経
費
（
研
修
受
講
、
か
か
り
増
し
経
費

等
）
』
に
つ
い
て
は
、
『
職
員
が
勤
務

時
間
外
に
消
毒
・
清
掃
等
を
行
っ
た

場
合
の
超
過
勤
務
手
当
や
休
日
勤
務
手

当
等
の
割
増
賃
金
や
、 

通
常
想
定
し

協
議
会
だ
よ
り
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て
い
な
い
感
染
症
対
策
に
関
す
る
業
務

の
実
施
に
伴
う
手
当
な
ど
』
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
手
当
を
申

請
・
支
給
す
る
際
は
、
給
与
規
定
等
に

基
づ
き
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

給
与
規
定
等
に
『
〇
〇
手
当
』
と
い
っ

た
名
称
を
使
用
す
る
よ
う
ご
留
意
く
だ

さ
い
」 

　
「
ま
た
、
自
治
体
宛
の
事
務
連
絡
に

は
、
交
付
申
請
の
締
め
切
り
が
七
月

一
七
日
と
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
変
更
交
付
申
請
を
予
定
し
て
い
ま

す
」

　
今
般
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」
対
策
と
し
て
、
国
や
都
道
府
県

か
ら
の
通
知
や
事
務
連
絡
発
出
が
複
数

回
に
わ
た
り
、
市
町
村
が
こ
の
交
付
金

の
情
報
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
が

申
請
し
た
場
合
も
、
現
場
に
知
ら
さ
れ

ず
に
市
町
村
が
支
出
し
た
費
用
の
穴
埋

め
分
と
し
て
処
理
が
行
わ
れ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
、
国

の
補
助
割
合
が
一
〇
分
の
一
〇
で
あ
る

こ
と
を
承
知
し
て
い
て
も
、
申
請
を
行

わ
な
い
市
町
村
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
地
域
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
、
学
童

保
育
の
運
営
主
体
な
ど
か
ら
、
市
町
村

に
こ
の
情
報
を
届
け
、
必
要
な
備
品
や

経
費
を
要
望
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
行
動
を

行
い
ま
し
た

　
二
〇
二
〇
年
七
月
一
七
日
、
全
国
連

協
は
、「
公
的
責
任
に
よ
る
学
童
保
育

制
度
の
拡
充
と
財
政
措
置
の
大
幅
増
額

を
求
め
る
」
要
望
を
、
厚
生
労
働
省
子

ど
も
家
庭
局
子
育
て
支
援
課
健
全
育
成

推
進
室
、
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本

部
に
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、「
新
・
放

課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
を
所
管
す

る
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域

学
習
推
進
課
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

室
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
に

関
わ
る
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部

公
務
員
課
、
公
務
員
部
給
与
能
率
推
進

室
、
総
務
省
自
治
財
政
局
調
整
課
の
ほ

か
、
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
に

も
要
望
書
を
提
出
し
、
全
国
市
長
会
と

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
に
重
点
を
お
い
て
要
望

し
た
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

［
重
点
項
目
］

一 

学
童
保
育
の
国
の
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

二 

子
ど
も
の
命
と
安
全
を
守
る
上
で

欠
か
せ
な
い
「
学
童
保
育
の
『
全
国
的

な
一
定
水
準
の
質
』
」
を
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。

・	

「
第
九
次
地
方
分
権
一
括
法
」
の

附
則
に
見
直
し
規
定
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
、「
第
九
次
地
方
分
権
一
括

法
」
に
付
さ
れ
た
附
帯
決
議
の
う

ち
、
学
童
保
育
の
質
に
関
係
す
る

内
容
が
衆
参
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
四

つ
の
項
目
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
全
国
学
童
保

育
連
絡
協
議
会
が
取
り
組
ん
だ
「
学

童
保
育
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
」

が
衆
参
と
も
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
止
め
、「
全
国
的
な
一
定
水

準
の
質
」
を
確
保
す
る
た
め
の
方

策
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・	

「
第
九
次
地
方
分
権
一
括
法
」
の
附

則
に
付
さ
れ
た
見
直
し
規
定
を
確

実
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

た
め
の
方
策
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

検
討
し
、
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ

い
。
あ
わ
せ
て
、
見
直
し
方
法
や

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
全
国
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
の
意
見
を
反
映

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・	

学
童
保
育
の
「
質
の
確
保
」
を
図
る

責
任
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
厚
生
労
働
省
が
定
め

た
基
準
を
も
と
に
学
童
保
育
を
実

施
す
る
よ
う
、
市
町
村
に
働
き
か
け

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
、
学
童

保
育
指
導
員
の
資
格
及
び
人
員
配

置
を
は
じ
め
と
し
た
条
例
の
内
容

を
変
更
し
、
基
準
を
後
退
さ
せ
た

市
町
村
に
つ
い
て
は
、
質
の
確
保
お

よ
び
向
上
の
方
策
に
つ
い
て
も
調

査
を
し
、
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

・	

「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
の
原
則
複

数
配
置
を
条
例
に
位
置
づ
け
て
い

る
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
午
前
中

か
ら
の
常
勤
職
員
が
二
人
以
上
配

置
で
き
る
よ
う
補
助
金
を
増
額
し

て
く
だ
さ
い
。
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三
　
学
童
保
育
の
量
的
拡
大
、
質
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
と
し
て
十
分

な
財
政
措
置
を
は
じ
め
と
す
る
対
策
を

進
め
て
く
だ
さ
い

・	

〈「
待
機
児
童
」
対
策
、
学
童
保
育

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
〉

・	

〈
運
営
費
に
関
す
る
財
政
措
置
に
つ

い
て
〉
す
べ
て
の
学
童
保
育
に
お
い

て
、
常
勤
・
専
任
の
学
童
保
育
指

導
員
を
二
名
以
上
配
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
人
件
費
に
か
か

る
財
政
措
置
の
大
幅
な
改
善
／
受

益
者
負
担
の
割
合
を
二
分
の
一
か
ら

受
益
者
負
担
分
減
／
補
助
金
の
国

負
担
分
三
分
の
一
を
二
分
の
一
へ
増

／
運
営
に
関
わ
る
事
務
量
の
著
し

い
増
加
に
伴
い
、
事
務
量
と
そ
の

高
度
化
に
対
応
が
で
き
る
事
務
職

員
の
雇
用
も
視
野
に
入
れ
、
事
務

経
費
の
算
定
基
準
の
大
幅
な
改
善

・	

〈
施
設
整
備
に
関
す
る
財
政
措
置
に

つ
い
て
〉

・	

〈
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
に
関

す
る
財
政
措
置
に
つ
い
て
〉

四 

学
童
保
育
指
導
員
の
処
遇
の
改

善
、
保
育
内
容
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

・	

子
ど
も
と
の
安
定
的
、
継
続
的
な

関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
学

童
保
育
指
導
員
の
雇
用
に
あ
た
っ

て
は
、
長
期
的
に
安
定
し
た
形
態

と
な
る
よ
う
、
必
要
な
条
件
整
備

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・	
「
放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善

等
事
業
」「
放
課
後
児
童
支
援
員

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
」

の
予
算
単
価
を
増
額
す
る
と
と
も

に
、
両
事
業
の
積
極
的
な
活
用
を

市
町
村
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

・	

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
の
創

設
に
伴
い
、
市
町
村
で
働
く
学
童
保

育
指
導
員
の
処
遇
改
善
の
状
況
や
運

営
形
態
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て
く
だ
さ

い
。
総
務
省
と
連
携
し
、
学
童
保
育

指
導
員
の
処
遇
改
善
お
よ
び
学
童
保

育
の
質
の
維
持
・
向
上
が
図
れ
る
よ

う
手
立
て
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

五
　
学
童
保
育
指
導
員
の
公
的
責
任
に

よ
る
全
国
一
律
の
資
格
制
度
を
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。
「
放
課
後
児
童
支
援
員

認
定
資
格
研
修
」
に
つ
い
て
は
、
「
全

国
的
な
一
定
水
準
の
質
」
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

六
　
「
新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
」
に
お
い
て
、
学
童
保
育
と
「
放
課

後
子
供
教
室
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

と
し
て
実
施
す
る
方
針
を
堅
持
し
、
都

道
府
県
お
よ
び
市
町
村
に
周
知
・
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。

七
　
自
然
災
害
で
被
災
し
た
地
域
の
学

童
保
育
の
復
旧
・
復
興
、
学
童
保
育
を

必
要
と
す
る
家
庭
・
子
ど
も
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
国
と
し
て
の
支

援
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
二
〇
二
〇
年
二
月
以
降
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
拡
大
防
止
の

た
め
の
対
策
が
取
ら
れ
る
な
か
で
、
学

童
保
育
は
保
育
所
と
同
様
に
社
会
を
支

え
る
事
業
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
な
認

識
が
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

制
度
が
一
定
確
立
さ
れ
た
保
育
所
と
は

異
な
り
、
学
童
保
育
の
制
度
が
脆
弱
で

あ
る
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
で
も
全
国
各
地
の
学

童
保
育
で
は
、
施
設
・
設
備
や
保
育
体

制
な
ど
か
ぎ
ら
れ
た
条
件
の
な
か
で
、

精
一
杯
の
感
染
症
対
策
を
図
り
つ
つ
、

日
々
の
保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
指

導
員
は
感
染
へ
の
不
安
と
緊
張
の
な
か

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
だ
け

「
日
常
の
安
心
な
時
間
」
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
保
護
者
と
共
に
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
努
力
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
各
省
庁
と
の
懇
談
で
全
国
連
協
か
ら

は
、
分
散
登
校
か
ら
通
常
登
校
に
戻
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
様
子
な
ど
も
報
告

し
、
子
ど
も
た
ち
と
生
活
を
共
に
す
る

う
え
で
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
つ

け
た
指
導
員
が
こ
の
事
業
に
従
事
す
る

こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
理
解
を
求
め
、
現
状
の
改
善
を
要
望

し
ま
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
保
護

者
・
指
導
員
の
声
を
保
護
者
会
・
父
母

会
や
指
導
員
組
織
に
集
め
、
連
絡
協
議

会
を
通
じ
て
、
市
町
村
・
都
道
府
県
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


